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まちの話題

｢越後栃尾義経伝説の宝庫｣が出版

まちの話題
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二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
祭
が
十
一
月
九

日
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
十
八
回
を
迎
え
た
今
年
は
、

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
百
人

が
出
演
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な

ど
を
披
露
。
約
五
百
人
の
観
客
は
、

そ
の
芸
達
者
ぶ
り
に
大
き
な
拍
手

と
歓
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
受
付
に
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
箱
を
設
置
。
集
ま
っ
た

六
万
千
四
百
九
十
二
円
は
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

全
国
特
定
郵
便

局
長
協
会
は
十
一

月
十
七
日
、

平
（社）

成
福
祉
会
て
ま
り

総
合
在
宅
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
（
今
井
和

彦
理
事
長
）
に
車

椅
子
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

同
協
会
は
毎
年
、

福
祉
事
業
の
一
環

と
し
て
、
福
祉
施

設
な
ど
に
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
今
井
理
事
長
は

｢

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す｣

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

て
ま
り
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

全
国
特
定
郵
便
局
長
協
会
が
車
椅
子
を
寄
贈

今井理事長(右端)に車椅子を手渡す
全国特定郵便局長協会の皆さん

学
問
の
神
様
「
菅
原
道
真
公
」
を
祭
っ
た
上

来
伝
の
菅
原
神
社
で
、
合
格
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
受
験
生
と
そ
の

家
族
は
、
「
ご
を
書
く
石｣(

合
格
石)

に｢

５｣

や｢

Ｇ
Ｏ｣

の
文
字
を
記
し
た
り
、
絵
馬
に
「
志

望
校
合
格
」
と

書
い
た
り
し
て
、

熱
心
に
合
格
を

祈
っ
て
い
ま
し

た
。祈

願
祭
で
は
、

宮
司
が
一
人
ひ

と
り
名
前
を
読

み
上
げ
、
受
験

生
た
ち
を
激
励

し
て
い
ま
し
た
。

市内外から合格祈願の受験生

菅原神社で合格祈願祭 11／27

赤い羽根共同募金チャリティーショー

老人クラブ芸能祭

元
気
な｢

こ
れ
か
ら
音
頭｣

を

披
露
し
た
金
沢
金
友
会

栃
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

と
ち
お
花
企
画
は
十
一
月
二

日
、
「
第
十
四
回
栃
尾
市
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
お
り

な
す
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
花
苗
を

配
付
し
た
七
十
七
団
体
の
う
ち

五
十
三
団
体
が
応
募
。
団
体
の

部
、
学
校
の
部
、
保
育
所(

園)

の
部
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
優
良
賞
、
努
力
賞
、
特
別

賞
が
三
十
四
団
体
に
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
自
主
的
に
花
づ
く
り
を

行
っ
た
会
社
や
個
人
に
三
つ
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

合
格
祈
願
の
参
拝
に

向
か
う
受
験
生
た
ち

各
団
体
の
花
い
っ
ぱ
い
活
動

の
展
示
に
見
入
る
人
た
ち

審
査
に
あ
た
っ
た
県
花
い
っ
ぱ

い
連
盟
理
事
の
小
林
正
夫
さ
ん
は
、

「
災
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
美
し
い

花
を
咲
か
せ
た
栃
尾
の
花
づ
く
り

は
素
晴
ら
し
い
。
花
に
携
わ
る
こ

と
で
人
は
復
興
す
る
力
を
得
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
花
を
通

し
、
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

※
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
団
体
の
部
…
栗
山
沢
老
人
ク
ラ

ブ
▽
学
校
の
部
…
荷
頃
小
学
校

▽
保
育
所(

園)

の
部
…
白
山
保
育

所
団
体
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
栗
山
沢
老
人
ク
ラ
ブ

大
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

華
麗
な
草
津
節





収 益 2億2,211万8 円
ガ ス 事 業 費 用 1億8,250万0 円

利 益 3,961万8 円
収 益 2億1,786万6 円

上水道事業 費 用 1億4,876万6 円
利 益 6,910万0 円

会 計 名 区 分 金 額
予算現額 19億1,544万2 円
収入済額 6億9,215万5 円
支出済額 8億0,276万5 円
予算現額 29億4,340万7千円
収入済額 12億4,010万2 円
支出済額 12億1,709万7 円
予算現額 13億2,782万6千円
収入済額 5億8,136万1 円
支出済額 4億7,126万2 円
予算現額 6,202万0 円
収入済額 2,846万0 円
支出済額 1,446万0 円
予算現額 121万3 円
収入済額 521万7 円
支出済額 14万0 円
予算現額 8,684万9 円
収入済額 7,956万0 円
支出済額 3,318万0 円
予算現額 19億6,562万1 円
収入済額 7億3,947万1 円
支出済額 7億1,211万6 円
予算現額 0 円
収入済額 0 円
支出済額 0 円

区 分 現 在 高 等
土 地 2,698,745㎡
建 物 125,325㎡
有価証券出資等 3億6,617万5千円
積 財政調整基金 16億6,568万2千円
立 減 債 基 金 602万6千円
金 その他目的基金 8億7,437万0千円
土地開発基金現在高 6億1,488万1千円

借 入 先 現 在 高
財 務 省 68億6,423万3千円
郵 政 公 社 36億4,262万1千円
公営企業金融公庫 8億5,693万1千円
市 中 銀 行 等 10億9,778万3千円
共 済 組 合 等 3,759万1千円
新 潟 県 6億1,330万3千円
合 計 131億1,246万2千円

科 目 収入済額 構成比

市 民 税 2億4,236万6千円 29.5
固定資産税 4億6,609万9千円 56.8
軽自動車税 5,346万5千円 6.5
市町村たばこ税 5,769万3千円 7.0
特別土地保有税 0千円 0.0
入 湯 税 11万4千円 0.0
合 計 8億1,973万7千円 100.0
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39
億
７
、４
５
２
万
３
千
円（
１
億
５
、８
０
７
万
３
千
円
） 

34
億
８
、０
０
０
万
円（
28
億
９
、６
７
９
万
８
千
円
） 

27
億
４
、２
２
４
万
７
千
円（
５
億
３
、２
５
６
万
５
千
円
） 

17
億
１
、１
１
０
万
円（
０
円
） 

14
億
８
、９
３
７
万
９
千
円（
８
億
１
、９
７
３
万
７
千
円
） 

７
億
９
、３
６
２
万
４
千
円（
５
、４
４
９
万
８
千
円
） 

４
億
８
４
９
万
９
千
円（
９
億
１
、７
８
７
万
１
千
円
） 

３
億
２
、５
１
４
万
９
千
円（
５
、２
９
１
万
円
） 

８
億
２
、５
５
５
万
円
４
千
円（
５
億
４
、６
４
６
万
１
千
円
） 

３
億
６
、０
０
５
万
３
千
円（
１
億
５
、７
０
８
万
９
千
円
） 

７
億
２
、６
０
６
万
８
千
円（
７
、８
４
９
万
７
千
円
） 

８
億
６
、２
８
７
万
５
千
円（
３
億
３
、６
９
３
万
５
千
円
） 

９
億
４
、０
４
８
万
６
千
円（
７
億
５
、１
５
６
万
４
千
円
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17
億
３
、４
８
０
万
円（
８
億
４
、３
４
３
万
４
千
円
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16
億
５
、０
９
０
万
円（
３
億
７
、４
８
５
万
１
千
円
） 

13
億
９
、４
０
４
万
円（
5
億
２
、０
０
２
万
１
千
円
） 

19
億
５
、３
７
６
万
９
千
円（
７
億
９
、３
５
１
万
２
千
円
） 

20
億
５
、９
９
９
万
５
千
円（
５
億
１
、５
５
１
万
９
千
円
） 

56
億
２
、４
６
３
万
９
千
円（
５
億
７
、１
４
０
万
８
千
円
） 

93
億
８
、６
１
６
万
８
千
円（
17
億
３
、２
２
４
万
４
千
円
） 

39
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万
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１
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５
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万
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、０
０
０
万
円（
28
億
９
、６
７
９
万
８
千
円
） 

27
億
４
、２
２
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億
１
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０
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０
円
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14
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８
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３
７
万
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千
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８
億
１
、９
７
３
万
７
千
円
） 

７
億
９
、３
６
２
万
４
千
円（
５
、４
４
９
万
８
千
円
） 

４
億
８
４
９
万
９
千
円（
９
億
１
、７
８
７
万
１
千
円
） 

３
億
２
、５
１
４
万
９
千
円（
５
、２
９
１
万
円
） 

８
億
２
、５
５
５
万
円
４
千
円（
５
億
４
、６
４
６
万
１
千
円
） 

３
億
６
、０
０
５
万
３
千
円（
１
億
５
、７
０
８
万
９
千
円
） 

３
億
０
、５
５
６
万
円（
２
億
１
、８
９
６
万
３
千
円
） 

７
億
２
、６
０
６
万
８
千
円（
７
、８
４
９
万
７
千
円
） 

８
億
６
、２
８
７
万
５
千
円（
３
億
３
、６
９
３
万
５
千
円
） 

９
億
４
、０
４
８
万
６
千
円（
７
億
５
、１
５
６
万
４
千
円
） 

17
億
３
、４
８
０
万
円（
８
億
４
、３
４
３
万
４
千
円
） 

16
億
５
、０
９
０
万
円（
３
億
７
、４
８
５
万
１
千
円
） 

13
億
９
、４
０
４
万
円（
5
億
２
、０
０
２
万
１
千
円
） 

19
億
５
、３
７
６
万
９
千
円（
７
億
９
、３
５
１
万
２
千
円
） 

20
億
５
、９
９
９
万
５
千
円（
５
億
１
、５
５
１
万
９
千
円
） 

56
億
２
、４
６
３
万
９
千
円（
５
億
７
、１
４
０
万
８
千
円
） 

93
億
８
、６
１
６
万
８
千
円（
17
億
３
、２
２
４
万
４
千
円
） 

予算 
収入・支出済分で 
　（　）の数字その金額 

歳　出 
予算現額　213億7,471万4千円 
支出済額　  63億2,262万9千円 
支出割合　29.6％ 〔 〕 

歳　入 
予算現額　213億7,471万4千円 
収入済額　  65億5,032万1千円 
収入割合　30.6％ 〔 〕 



韮
沢
さ
ん
は
、
帝
京
長
岡
高
校
サ

ッ
カ
ー
部
の
一
員
と
し
て
、
県
大
会

で
優
勝
。
正
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
内
二
十
九
団
体
約
五
百
人
の
選

手
が
参
加
し
開
催
。
栃
尾
市
剣
道
連

盟
が
健
闘
し
ま
し
た
。

●
団
体
戦
（
敬
称
略
）

高
校
女
子
の
部

優
勝
（
三
連
覇
）

先
鋒

小
浦
方
睦
美
（
新
栄
町
）

次
鋒

星
野

沙
織
（
新

山
）

中
堅

諸
橋

摩
耶
（
北
荷
頃
）

副
将

嘉
代

真
美
（
入
塩
川
）

大
将

佐
藤

舞
子
（
本

所
）

高
校
男
子
の
部

３
位

先
鋒

吉
原

佳
祐
（
二
日
町
）

次
鋒

河
田

裕
太
（
梅
野
俣
）

中
堅

小
林

健
悟
（
谷
内
一
）

副
将

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

大
将

佐
藤

優
太
（
北
荷
頃
）

韮沢正幸さん
泉

帝京長岡高校
３年

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
出
場

第

回
新
潟
県
剣
道
大
会

54

／

上
越
市

10

23

歳
以
上
の
部

３
位

35
先
鋒

吉
原

芳
文
（
二
日
町
）

次
鋒

矢
澤

孝
之
（
鴉
ケ
島
）

中
堅

星

日
出
生
（
上
樫
出
）

副
将

中
澤

隆
史
（
長
岡
市
）

大
将

小
浦
方
秀
樹
（
新
栄
町
）

●
個
人
戦
（
敬
称
略
）

代
の
部

10
２
位

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

一
般
女
子
の
部

３
位

浅
野

朋
子
（
吉

水
）

同
大
会
に
次
の
人
た
ち
が
出
場
し

健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
団
体
で
入
賞
し
た
五
人
は
、

二
月
に
富
山
県
で
行
わ
れ
る
北
信
越

高
等
学
校
剣
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
女
子
団
体
（
敬
称
略
）

２
位

新
潟
明
訓
高
校

吉
原

静
香(

二
日
町
・
２
年)

３
位

長
岡
高
校

湯
谷

綾(

滝
の
下
町
・
２
年)

小
浦
方
睦
美(

新
栄
町
・
１
年)

星
野

沙
織(

新

山
・
１
年)

●
男
子
団
体
（
敬
称
略
）

３
位

高
志
高
校

河
田

裕
太(

梅
野
俣
・
１
年)

第

回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
高
等
学
校

27

剣
道
選
手
権
大
会

／

・

新
潟
市

11

19

20

●
女
子
個
人
（
敬
称
略
）

優
勝

湯
谷

綾
（
滝
の
下
町
）

●
男
子
個
人
（
敬
称
略
）

３
位

河
田

裕
太
（
梅
野
俣
）

団
体
で
入
賞
し
た
五
人
は
、
二
月

に
富
山
県
で
行
わ
れ
る
北
信
越
大
会

に
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
み
の
り
さ
ん
（
赤
谷
・
日
本

文
理
高
校
一
年
）
は
、
女
子
団
体
で

同
校
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
個
人

級
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

78
kg同

大
会
に
次
の
人
た
ち
が
出
場
し

健
闘
し
ま
し
た
。

◆
小
太
刀
（
敬
称
略
）

小
学
６
年
生
の
部

優

勝

石
丸

美
洸(

下

塩)

中
学
生
男
子
の
部

優

勝

星
野

豪(

原

町)

敢
闘
賞

箕
輪

匠(

小

貫)

一
般
女
子
の
部

３

位

高
橋

枝
里(

表

町)

敢
闘
賞

石
丸

美
月(

下

塩)

第

回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ

17チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

／

見
附
市

10

16

第

回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
高
等
学
校

30

柔
道
選
手
権
大
会

／
５
・
６

新
潟
市

11

高
校
生
以
上
男
子
の
部

優

勝

阿
部

雅
士(

二
日
町)

２

位

石
丸

祐
人(

下

塩)

３

位

笠
井

一
輝(

栄

町)

◆
長
剣
（
敬
称
略
）

中
学
生
男
子
の
部

２

位

大
橋

一
葉(

栄

町)

敢
闘
賞

箕
輪

匠(

小

貫)

高
校
生
以
上
男
子
の
部

２

位

大
橋

利
弘(

栄

町)

３

位

韮
沢

肇(

泉

)

◆
得
物
自
由
（
敬
称
略
）

中
学
生
以
上
一
般
の
部

優

勝

大
橋

利
弘(

栄

町)
◆
基
本
動
作
（
敬
称
略
）

中
学
生
以
上
一
般
の
部

２

位

韮
沢

肇(

泉

)

３

位

箕
輪

匠(

小

貫)

◆
団
体
戦
（
敬
称
略
）

一
般
の
部

優

勝

栃
尾
Ａ
チ
ー
ム
（
大
橋

一
葉
、
大
橋
利
弘
、
韮
沢
肇
）
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ト
キ
め
き
新
潟
国
体

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

二
〇
〇
九
年
ト
キ
め
き
新
潟
国

体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
県
民
投
票
の
結
果
、
「
ト
ッ

キ
ッ
キ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ト
ッ
キ
ッ
キ
…
県
の
鳥
・
ト
キ
を

モ
チ
ー
フ
に
、
だ
れ
に
で
も
親

し
み
や
す
い
丸
い
体
が
特
徴
の

ペ
ア
。
顔
の
赤
い
ハ
ー
ト
は
、

｢

ト
キ
め
き｣

と
国
体
に
参
加
す

る
み
ん
な
の
熱
い
思
い(

ハ
ー

ト)

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
響
き
は
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
元
気
で
弾
む
印
象
を

与
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ

第

回
国
民
体
育
大
会

64

新
潟
県
準
備
委
員
会
事
務
局

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
２
５

県民投票で選ばれたキャラクター
「トッキッキ」

-

関
精
二
さ
ん
（
表
町
）
は
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
食
品
衛
生
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
六
月

か
ら
平
成
五
年
三
月
ま
で
、
栃
尾
食

品
衛
生
協
会
の
理
事
な
ど
を
歴
任
し

同
会
の
事
業
運
営
に
尽
力
。
さ
ら
に
、

平
成
五
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
、
中

越
食
品
衛
生
協
会
の
副
会
長
や
栃
尾

支
部
長
な
ど
を
務
め
、
同
協
会
の
発

展
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら

平
成
十
七
年
三
月
ま
で
、
食
品
衛
生

指
導
員
と
し
て
、
指
導
員
の
育
成
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
米
作
さ
ん(

栃
堀)

と
川
上
新

吉
さ
ん(

小
向)

は
、
青
少
年
健
全
育

食
品
衛
生
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

県
知
事
表
彰

成
功
労
者
と
し
て
新
潟
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
三
年
四
月
か

ら
現
在
ま
で
、
川
上
さ
ん
は
平
成
四

年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
、
栃
尾
市
青

少
年
補
導
員
と
し
て
、
青
少
年
の
非

行
防
止
と
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

佐
藤
山
仁
さ
ん
（
栄
町
）
は
、
献

血
回
数
百
回
。
献
血
事
業
に
積
極
的

日
本
赤
十
字
社

金
色
有
功
章

川上新吉さん
小 向

佐藤山仁さん
栄 町

に
協
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本

赤
十
字
社
か
ら
献
血
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
熊
吉
さ
ん
（
栃
堀
）
は
六
十

五
年
間
、
日
本
古
来
の
木
造
建
築
物

で
あ
る
県
内
各
地
の
寺
社
・
仏
閣
の

新
・
改
築
に
あ
た
り
、
高
度
な
技
術

と
工
法
で
、
威
風
堂
々
と
し
た
も
の

を
築
き
上
げ
て
き
た
功
績
に
よ
り
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

回
を
迎
え
た
日
展
は
、
五
部
門

37 第

回
日
展

37
卓
越
し
た
技
能
者

県
知
事
表
彰

に
一
万
二
千
九
百
九
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
稲
田
亜
紀
子

(

楡
原)

さ
ん
が
第
一
科
（
日
本
画
）

で
入
選
し
ま
し
た
。

回
を
迎
え
た
二
科
展
は
、
四
部

90
門
に
二
万
二
千
二
百
五
十
四
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
古
川
さ

ん
が
絵
画
の
部
で
特
選
に
入
賞
し
ま

し
た
。

稲
田
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
新
世
紀
宮
廷
芸
術
祭
２

新
世
紀
宮
廷
芸
術
祭２

０
０
５

第

回
二
科
展

90

０
０
５
に
お
い
て
、
絵
画
の
部
で
最

高
賞
で
あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
芸
術
美

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
青
年
技
能
者
の
技

能
レ
ベ
ル
の
日
本
一
を
競
う
技
能
五

輪
全
国
大
会
（
中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
、
山
口
県
主
催
）
で
、
建
築
大

工
の
部
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。
金

賞
と
な
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
橋
さ
ん
は
、
同
大
会
日

本
料
理
の
部
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
銀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

第

回
技
能
五
輪
全
国
大
会

43

／

〜

山
口
県

10

28

31
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佐藤米作さん(栃堀)

関 精二さん(表町)

稲田 稔さん(吉水)

斎藤隆之さん(本津川)

古川 正さん(天下島)

大橋隆士さん(栄町)

馬場市長に受賞を報告する
川上さん



今
年
の
道
路
除
雪
は
、
国
・
県
道

が
一
〇
〇
・
七
㎞
、
市
道
が
二
一
四

・
八
㎞
で
、
総
延
長
三
一
五
・
六
㎞

の
除
雪
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国
道
・
県
道
は
、
通
勤
な
ど
に
支

障
が
な
い
よ
う
、
主
要
幹
線
や
各
集

落
へ
の
連
絡
路
線
を
優
先
し
て
早
期

に
除
雪
す
る
計
画
で
す
。

市
道
の
除
雪
路
線
は
、
除
雪
す
る

優
先
順
位
に
よ
り
第
一
種
か
ら
第
三

種
ま
で
区
分
さ
れ
て
い
ま

す
。

第
一
種
路
線
…
バ
ス
路
線
、

通
勤
通
学
路
、
集
落
を

結
ぶ
幹
線
道
路

※
全
面
的
に
早
朝
除
雪

を
行
い
、
常
に
通
行

を
確
保
し
ま
す
。

第
二
種
路
線
…
第
一
種
路

線
以
外
の
主
要
な
道
路

※
第
一
種
路
線
の
通
行

を
確
保
し
た
後
、
可

能
な
範
囲
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。

第
三
種
路
線
…
生
活
道
路

※
第
一
種
と
第
二
種
路
線
の
通
行

を
確
保
し
た
後
に
、
除
雪
を
行

い
ま
す
。

◎
予
想
外
の
大
雪
な
ど
、
降
雪
状
況

に
よ
り
計
画
ど
お
り
に
除
雪
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
と
県
は
道
路
交
通
確
保
の
た
め

に
、
深
夜
や
早
朝
の
除
雪
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
除
雪
活
動

が
効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
路
上
の
違
法
駐
車
は
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
は
市
内
の
ほ
と
ん

ど
の
道
路
が
駐
車
禁
止
に
な
り
ま

す
。

◇
家
庭
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
後
の
家
庭
の
雪
は
、

市
や
県
で
は
片
づ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
各
家
庭
で
必
ず
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

除
雪
車
は
、
大
型
の
た
め
運
転

席
か
ら
見
え
に
く
い
部
分
が
あ
り
、

近
づ
く
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。

◇
道
路
沿
い
の
大
切
な
も
の
に
は
赤

布
で
目
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
で
壊
れ
や
す
い
も
の
に
は
、

防
護
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
で
家
の
入
口
が
ふ
さ
が
り
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
各
水
系
ご
と
に
「
流
雪
溝
対

策
協
議
会
」
を
結
成
し
、
地
区
ご

と
に
利
用
時
間
を
決
め
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と
雪
が
詰

ま
っ
て
水
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、
冬

期
の
水
害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

雪
は
細
か
く
し
て
入
れ
る
、
決

め
ら
れ
た
時
間
に
利
用
す
る
な
ど

の
心
づ
か
い
で
、
流
雪
溝
の
機
能

を
最
大
限
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
流
雪
溝
の
ふ
た
は
必
ず
閉
じ
て
く

だ
さ
い
。

流
雪
溝
の
利
用
も
、
慣
れ
て
く

る
と
つ
い
注
意
を
怠
り
が
ち
で
す
。

お
こ
た

転
落
事
故
は
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

作
業
の
休
憩
時
や
終
了
時
に
は
、

必
ず
ふ
た
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
車
が
、
流
雪
溝
の
ふ
た
を
引

っ
掛
け
て
破
損
す
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ふ
た
は
完
全
に
閉

じ
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
通
学
路
を
中
心
に
歩
道
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
の
歩
道
を
冬
期
間

で
も
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う
に
、
歩

道
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
区
間
の
延
長
は
、
国
・
県
道

が
一
二
・
七
㎞
、
市
道
が
八
・
八
㎞

で
、
総
延
長
二
一
・
五
㎞
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ

▽
市

道
…
栃
尾
市
役
所
建
設
課

‐
５
８
２
５

52

▽
国
・
県
道
…
長
岡
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部

‐
２
６
２
１

38

21
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今
年
の
と
ち
お
の

体
制

〜
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

今
年
の
冬
の
道
路
除
雪
は
、
例
年
ど
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
と
県
は
、
道
路
除
雪
を
中
心
と
し
た
雪
対
策
に
最
善
の
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
雪
国
の
冬
を
快
適
に
過
ご
す
に
は
、
市
民
総
ぐ
る
み
の

協
力
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
雪
処
理
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
要
幹
線
は
早
朝
除
雪

流
雪
溝
の
有
効
利
用

歩

道

も

除

雪

除
雪
作
業
に
協
力
を

-

１１月2８日、文化センターで教育行政に功績のあった人を表彰しました。



将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
奨
学
金
貸
与
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

長
岡
市
と
の
合
併
に
伴
い
、
栃
尾

市
奨
学
金
貸
与
制
度
は
、
平
成

年
18

１
月
か
ら

長
岡
市
米
百
俵
財
団

（財）

が
運
営
す
る
奨
学
金
貸
付
制
度
に
変

わ
り
ま
す
。

制
度
の
詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
健
康
で
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め

ら
れ
る
人

▽
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
出
が
困

難
な
人

▽
新
長
岡
市
域
内
に
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
あ
る
人

▽
平
成

年
４
月
に
大
学
（
短
大
、

18

夜
間
部
、
通
信
教
育
部
、
大
学
院

は
除
く
）
へ
入
学
す
る
人

▽
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
申
し
込
み
方
法
と
申
込
期
間

一
次
・
二
次
募
集
の
期
間
に
在
学

・
出
身
高
校(

高
専)

へ
申
し
込
み
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
次
募
集
…
１
月

日

ま
で

20

（金）

▽
二
次
募
集
…
３
月
１
日

〜
３
月

（水）

日
17

（金）

※
募
集
要
項
、
申
込
み
書
類
は
高
校
、

高
専
、
栃
尾
市
教
育
委
員
会
庶
務

課(

教
育
委
員
会
栃
尾
分
室)

、
長

岡
市
庶
務
課
に
あ
り
ま
す

◆
募
集
人
数

▽

人
程
度

40
※
一
次
・
二
次
と
７
・

水
害
、
中

13

越
大
震
災
被
災
者
特
別
枠
を
含
む

◆
奨
学
金
の
額(

月
額)

▽
自
宅
通
学
…
三
万
円

▽
自
宅
外
通
学
…
四
万
円

◆
採
用
の
決
定
時
期

▽
一
次
募
集
…
平
成

年
３
月
上
旬

18

▽
二
次
募
集
…
平
成

年
４
月
下
旬

18

◆
貸
付
期
間

平
成

年
４
月
か
ら
在
学
す
る

18

大
学
の
最
短
修
学
年
限
の
卒
業
期

ま
で

◆
返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
据
え

置
き
。
そ
の
後

年
以
内
に
年
賦

10

か
半
年
賦
で
返
済

※
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。

長
岡
市
庶
務
課
内

長
岡

問
合
せ

（財）

市
米
百
俵
財
団
事
務
局

‐
２

39

２
０
３
ま
た
は
栃
尾
市
教
育
委
員

会
庶
務
課

‐
１
１
１
７

52

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

を
直
接
金
融
機
関
で
納
め
て
い
る
人

に
は
、
１
月
中
旬
に
１
月
か
ら
３
月

納
期
分
の
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
。

１
月
以
降
は
、
新
し
く
送
付
す
る
長

岡
市
の
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
栃
尾
市
か
ら
す
で
に
郵
送
さ
れ
て

い
る
１
月
分
以
降
の
納
付
書
は
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い

税
務
課

‐
５
８
３
７

問
合
せ

52

１
月
１
日
か
ら
、
長
岡
市
消
防
本

部
の
管
轄
区
域
と
な
り
ま
す
。

火
事
や
救
急
な
ど
で
１
１
９
番
に

か
け
る
と
、
す
べ
て
長
岡
消
防
署
の

指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
報
す
る
時
は
、
指
令
室
員
が
場

所
や
状
況
な
ど
を
聞
き
ま
す
の
で
、

落
ち
着
い
て
正
確
な
住
所
、
氏
名
、

目
標
と
な
る
建
物
、
火
事
・
救
急
の

内
容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
車
や
救
急
車
が
今
よ

り
も
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
よ
う
な
こ
と
や
、
火
事
の

際
に
出
動
す
る
消
防
車
の
台
数
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
署

‐
１
１
５
５

問
合
せ

52

納
付
書
を
郵
送
し
ま
す

１
１
９
番
は
長
岡
消
防
署

に
つ
な
が
り
ま
す

ま
た
は
長
岡
消
防
署

‐
０
１

36

１
９

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
の
人
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

▽
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
恩
給
欠
格
者
の
遺
族
）

▽
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
（
昭
和

年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金
を
受

42給
さ
れ
た
人
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
援
護
福
祉
係

問
合
せ

‐
５
８
３
６
ま
た
は
、
独
立

52
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金

０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３

い
３

１
月

日

競
技
９
時
〜

と

き

22

（日）

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者

の
皆
さ
ん
へ

催

し

第

回
少
年
少
女

25
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

小
学
生
男
子
・
女
子
の
部

種

別

市
内
在
住
の
小
学
生

対

象

原
則
と
し
て
町
内

チ
ー
ム
編
成

(

行
政
区)
単
位

月

日

申
込
み
・
問
合
せ

12

20

（火）
17

時
ま
で
に
総
合
体
育
館
内
大
会
事

務
局

‐
５
５
７
１

52

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
、
特
技
な

ど
を
学
校
や
地
域
の
活
動
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ま
ち
の
先
生
」
は
、
自
分
の
知

識
や
経
験
な
ど
を
他
人
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
ま
ち

の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
伝
え
た
い
人
、

昔
の
遊
び
を
伝
え
た
い
人
、
農
業
を

教
え
た
い
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま

ち
の
先
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
に
は
、
登
録

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

長
岡
市
教
育
委
員
会
生
涯

問
合
せ

学
習
課

‐
５
１
１
０

‐

あ

32

32

０
５
８
７

E-mail:syougai@c
ity.nagaoka.niigata.jp

そ
の
他

長
岡
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

｢

ま
ち
の
先
生｣

募
集

23
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奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

" "

市
役
所
は

月

日

か
ら
来
年

12

29

（木）

１
月
３
日

ま
で
、
各
施
設
を
含
め

（火）

年
末
年
始
の
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
急
用
の
場
合

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
の

急
用
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
役

所
当
直
担
当
者
（
市
役
所
１
階
当

直
室
に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

‐
２
１
５
１

52

○
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
場
合

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

24

‐
５
８
２
６

52

○
清
掃
業
務

ゴ
ミ
収
集
業
務
は
、
上
の
表
の

よ
う
に
休
み
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃

家
電
製
品
な
ど
を
、
直
接
楡
原
の

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
む
人
は
、
上
の
表
に
よ
り
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
は
休
み
ま

す
。
新
年
は
４
日

か
ら
収
集
し

（水）

ま
す
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

53

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
に
な
る
と
、
く
み
取
り
業

務
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
予
定
の

あ
る
人
は
、
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５

６
７
‐
８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

１
月
１
日
の
合
併
に
伴
い
、
医
療

機
関
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な
国
民

健
康
保
険
証
や
受
給
者
証
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
長
岡
市
か
ら

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
、

月
中
に

12

郵
送
し
ま
す
。
名
前
を
確
認
の
上
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
さ
れ
る
証
書

①
国
民
健
康
保
険
証
（
１
人
１
枚

の
カ
ー
ド
式
。
世
帯
ご
と
に
配

達
記
録
郵
便
で
郵
送
）

②
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

③
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

保
険
証
や
受
給
者
証

な
ど
を
郵
送
し
ま
す

④
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

⑤
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者
証

（
乳
・
幼
児
、
重
度
心
身
障
害

者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
老
人
、

精
神
障
害
者
、
妊
産
婦
）

①
〜
④
市
民
課

‐
５

問
合
せ

52

８
３
５
、
⑤
保
健
福
祉
課

‐
52

５
８
３
６

１
月
１
日
の
合
併
に
伴
い
、

歳
65

以
上
の
人
と
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る

歳
か
ら

際
ま
で
の
人
に
、
長

40

64

岡
市
か
ら
新
し
い
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
名
前
を
確
認

の
上
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

‐
５
８

問
合
せ

52

３
６

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

適
正
・
公
正
な
課
税
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
場
合
は

月

日

ま
で

12

28

（水）

に
税
務
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
と
き

▽
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
売
買

家
屋
の
異
動
届
は

月

日
ま
で
に

12

28

介
護
保
険
証を

郵
送
し
ま
す

な
ど
で
所
有
権
を
移
し
た
と
き

▽
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

※

月
末
日
ま
で
に
売
買
契
約
が
結

12ば
れ
て
も
、
所
有
権
移
転
登
記
が

翌
年
の
１
月
以
降
に
な
っ
た
場
合

は
、
新
年
度
の
固
定
資
産
税
は
前

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
係

届
出
・
問
合
せ

‐
５
８
３
７

52

22
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市
役
所
年
末
年
始
の
休
み

／

〜
１
／
３

12

29
(水)

（月）

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

月

日

時
〜

時

12

20

（火）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

月

日

時
〜

時

12

21

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
望
月
博
之
・
貞
子
さ
ん(

上
越
市)

…
美

術
館
に
書
作
品
一
点
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
大
﨑
美
智
さ
ん
（
原
町
）
…
美
術
館
に

書
作
品
一
点
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
羽
賀
光
助
さ
ん
（
大
町
）
…
美
術
館
に

書
作
品
二
点
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄付御礼
次のとおり市に寄付を

いただきました。
ありがとうございました。
(17.10.10～17.11.1)

◆清掃業務年末年始予定表
クリーンセンター

ゴミ収集 直接持ち込み

午後５時まで受付12月29日(木)
木曜日の収集
区域のみ収集

午後５時まで受付12月30日(金)
金曜日の収集
区域のみ収集
土曜日の収集 午前中のみ受付

12月31日(土) 午後休み区域のみ収集

休み 休み
１月１日(日)
～３日(火) など今月の税金

納期１月４日

国民健康保険税

▲

介護保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金



県
で
は
、

月

日
ま
で
新
潟
県

12

31

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動
を

行
い
ま
す
。

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め

る
と
車
の
燃
料
の
節
約
に
も
な
り
、

地
球
温
暖
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
や
大
気
汚
染
の
原
因

の
ひ
と
つ
で
あ
る
排
気
ガ
ス
を
減
ら

せ
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
運
動

主
要
地
方
道

栃
尾
山
古
志
線(

田
之
口)

バ
イ
パ
ス
完
成
・
供
用
開
始

月

日

時
〜

と

き

12

10

（土）
12

建
設
課

‐
５
８
２
５

問
合
せ

52

-
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№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 求人番号

1
プレス仕上工　
（婦人服）

織物業 山田町 1 18～50
164,920
～217,000

8:15～17:15 15020-11035451

2 土木作業員 土木工事業 旭　町 3 20～60
175,000
～280,000

8:00～17:00 15020-11031051

3 板金職工
板金・金物工事
業

表　町 1 30～40
230,000
～345,000

8:00～17:30 15020-11001451

4 介護支援専門員
老人福祉・介護
事業

平 1 不問
170,000
～280,000

7:30～16:30
9:00～18:00
16:30～10:00

15020-10999051

5 織物整経 織物業 東　町 1 25～40
138,500
～183,500

8:10～17:00 15020-10997951

6 織布員 織物業 谷　内 2 不問
142,610
～151,810

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-10927551

7 整経員 織物業 谷　内 1 不問
134,100
～145,600

8:00～17:00 15020-10926251

8
建築設計及施行
管理

木造建築工事業 赤　谷 1 20～35
150,000
～300,000

8:00～17:30 15020-10913651

9 織機調整工 織物業 山田町 1 不問
154,000
～244,000

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-11215651

10 看護師
老人福祉・介護
事業

楡　原 1 不問
175,640
～351,000

7:30～16:30
8:30～17:30
9:30～18:30

15020-11161151

11 工事現場作業員 土木工事業 滝の下町 5 不問
230,000
～295,000

8:00～17:00 15020-11106551

12 メカ設計技術者
電子応用装置製
造業

北荷頃 1 不問
172,000
～227,000

8:30～17:30 15020-11067351

13 経理事務 織物業 天下島 1 不問
132,000
～140,800

8:00～17:00 15020-11394851

14 生産管理 染色整理業 泉 1 18～45
125,000
～150,000

8:00～17:00 15020-11393751

15 織布工 織物業 山田町 1 不問
150,000
～190,000

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-11488251

16 指導員
老人福祉・介護
事業

下樫出 1 不問
139,984
～165,048

8:30～17:30 15020-11521051

17
ソーイングス
タッフ

織物業 栄　町 2 18～55
70,950
～154,000

9:00～15:00
9:00～16:00
9:00～17:00

15020-11587651

18 幹部候補社員
農畜産物・水産
物卸売業

仲子町 1 22～40
180,000
～220,000

8:30～17:30 15020-11551751

19 介護職員
老人福祉・介護
事業

楡　原 1 30～55
227,000
～327,000

8:30～17:30 15020-11607851

20 織布員 織物業 泉 1 30～50
136,400
～158,400

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-11606751

21
ガソリンスタン
ド店員

各種商品小売業 旭　町 2 不問
163,000
～203,000

8:00～17:00
7:00～16:00
9:00～18:00

15020-11601051

22 新聞販売と読者管理 書籍小売業 栄　町 4 不問
180,000
～300,000

9:30～17:30 15020-11736451

23 織布調整員 織物業 泉 1 30～50
167,200
～211,200

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-11745751

24 事務員 織物業 東　町 1 不問
127,600
～176,000

9:00～18:00 15020-11872551

25 保育士 児童福祉事業 大　町 2 21～40
144,000
～164,000

7:15～16:15
8:30～17:30
9:00～18:00

15020-12179951

26 現場事務員 織物業 東　町 2 20～45
123,200
～176,000

9:00～18:00 15020-12161951

27 販売員
書籍・文房具小
売業

新栄町 1 18～35
120,450
～165,000

9:30～18:00 15020-12160651

28 修整作業員 織物業 東　町 3 不問
123,200
～176,000

9:00～18:00 15020-12132251

29 検品作業員 織物業 東　町 5 不問
123,200
～176,000

9:00～18:00 15020-12131351

30 プレス作業員 織物業 東　町 5 不問
123,200
～198,000

9:00～18:00 15020-12130051

31 縫製作業員 織物業 東　町 5 不問
128,200
～176,000

9:00～18:00 15020-12128851

32 交通誘導警備 警備業 入塩川 15 不問
153,600
～230,400

8:00～17:00 15020-12443151

33 準備工（二交替） 織物業 泉 1 18～45
140,000
～180,000

5:00～13:30
13:30～22:00

15020-12324551

34 生産管理 電子部品・デバ
イス製造業 滝の下町 1 40以下

178,000
～244,000

9:00～18:00 15020-12224651

35 購買業務
電子部品・デバ
イス製造業

滝の下町 1 40以下
178,000
～244,000

9:00～18:00 15020-12223851

最近の求人情報をお知らせします。
既に決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内容
詳細についてはハローワーク長岡紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成17年11月15日現在）

＜問合せ＞ハローワーク長岡
132－1181またはワークセン
ター栃尾152－2333

求 人 コ ー ナ ー

36 自動車整備士 自動車整備業 宮　沢 1 23～40
198,000
～258,000

8:00～17:00
8:30～17:30

15020-12563951

37 建設現場管理者
一般土木建築工
事業

山田町 2 25～40
220,000
～250,000

8:00～17:00 15020-12534251

38 英文事務（設計・品質
保証業務の補助含む）

電子部品・デバ
イス製造業 滝の下町 1 35以下

178,000
～244,000

9:00～18:00 15020-12635951

39
ミシンオペレー
ター

織物業 新栄町 3 20～50
119,600
～160,080

8:30～17:00
8:30～17:30

15020-12673451

40 建設作業員 一般土木建築工
事業 栄　町 1 25～50

190,000
～230,000

8:00～17:00 15020-12761551
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③
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お
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市
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セ
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タ
ー

と
こ
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本
語
講
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一
回
四
百
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参
加
費

交
流
を
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的
と
し
た
、
ボ

そ
の
他

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
な
が
お
か

に
ほ
ん
ご
広
場
」(

無
料)

も
実
施
。

長
岡
市
国
際

申
込
み
・
問
合
せ
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あ

交
流
協
会

‐
２
７
１
４

39
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‐
２
７
１
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新
潟
県
高
等
学
校
文
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連
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門
部
展
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展
で
す
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ぜ
ひ
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覧
く
だ
さ
い
。

月

日

〜
１
月

日

と

き
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13

（火）
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か
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ろ
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２

県
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お
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せ
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２
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４
６

長
岡
市
芸
術
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化
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興
財
団
は
、
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地
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に
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ざ
し
た
市
民
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的
な
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術
・
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

芸
術
・
文
化
活
動
を
行
う
団
体
・
個

人
の
活
動
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

合
併
後
の
長
岡
市
民
を
構

対

象
成
員
に
含
み
、
主
な
活
動
の
場
が

長
岡
市
域
内
の
団
体
ま
た
は
長
岡

市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
個

人

音
楽
、
舞
踊
、
伝
統
芸

対
象
分
野

能
、
映
画
、
美
術
、
文
学
な
ど

平
成

年
４
月
１
日

対
象
事
業

18

（土）

〜
９
月

日

の
間
に
実
施
す
る

30

（土）

事
業

１
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

31

（火）

で
に
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル(

長

岡
市
寺
島
町
３
１
５)

内

長
岡

（財）

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
事
務
局
事

業
課

‐
７
７
１
５

29

長
岡
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（財） 会
社
の
福
利
厚
生
を

手
伝
い
ま
す

平
成

年
度(

上
期)

18
市
民
芸
術
文
化
活
動

助
成
事
業
募
集

セ
ン
タ
ー
は
、
会
社
が
単
独
で
で
き

な
い
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
入
会
を
希
望
、
検
討
し
た
い

会
社
に
は
内
容
説
明
を
行
い
ま
す
。

内

容
①
結
婚
、
勤
続
、
還
暦
な
ど
の
祝

い
金
の
支
給

②
健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
補
助

③
全
国
の
宿
泊
施
設
や
テ
ー
マ
パ

ー
ク
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
割

引

合
併
後
の
長
岡
市
の
中
小

対

象
企
業
（
従
業
員
３
０
０
人
以
下
）

１
人
月
額
八
百
円

会

費

長
岡
市
勤
労
者
福
祉
サ

問
合
せ

（財）

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

‐
５
６
５

37

６

URL:http://www.nakky.j
p/平

成

年
１
月
１
日
の
合
併
に
伴

18

い
、
登
記
事
務
の
取
扱
い
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

不
動
産
登
記
事
務

引
き
続
き
見
附
出
張
所
で
取
り

扱
い
ま
す
。

不
動
産
登
記
簿
所
在
欄
の
修
正

や
所
有
者
・
抵
当
権
者
な
ど
の
住

所
変
更
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

所
有
者
・
抵
当
権
者
な
ど
の
住

登
記
事
務
の
管
轄

法
務
局
が
変
わ
り
ま
す

所
表
示
を
新
市
名
に
変
更
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
人
は
、
法
務
局
に

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

商
業
・
法
人
登
記
事
務

１
月
４
日
か
ら
、
見
附
出
張
所

か
ら
長
岡
支
局
に
変
わ
り
ま
す
。

見
附
出
張
所
で
発
行
さ
れ
た
印

鑑
カ
ー
ド
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
。

商
業
・
法
人
の
本
店
お
よ
び
役

員
の
住
所
の
変
更
手
続
き
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

新
潟
地
方
法
務
局
見
附
出
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合
せ

張
所

‐
０
４
６
７
ま
た
は
新

62

潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

‐
33

５
５
１
１

守
門
の
里
で
は
、
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者
の
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立

と
社
会
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加
を
促
進
す
る
た
め
、
平

成

年
４
月
１
日
か
ら
、
「
守
門
の

18
里
通
所
部
」
を
「
通
所
授
産
施
設
」

に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
そ
れ
に
伴
い
、
定
員
を

人
14

か
ら

人
に
増
や
し
ま
す
。

30
施
設
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
守

門
の
里
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
は
療
育
手
帳
が
必
要
で
す
。

月

日

ま
で
に
社
会

問
合
せ

12

20

（火）

福
祉
法
人
栃
尾
福
祉
会
守
門
の
里

‐
１
０
５
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52
守
門
の
里
か
ら
のお

し
ら
せ

24

|||||広報とちお17.12.5|||||

１月１日に栃尾市、寺泊町、与板町、和
島村と合併し、新・長岡市が誕生すること
を記念して、合併記念式典を開催します。

１月７日(土)14時～16時と き
長岡市立劇場ところ
500人(先着順)定 員
▽ ▽内 容 市長、旧市町村長のあいさつ

総務大臣、新潟県知事の祝辞 各地域の▽

伝統芸能の披露 など
※駐車スペースに限りがあります。来場
の際は、できるだけ公共の交通機関を
利用ください
※式典の様子は長岡市のホームページ(ht
tp://www.city.nagaoka.niigata.jp）
でライブ中継するほか、１月11日(水)
から録画を公開します

39-2260問合せ 長岡市地域自治振興室

新・長岡市

合併記念式典を開催します



□乳幼児健診

□

□

人口 ２３,７８１人 男 １１,６０８人 女 １２,１７３人 世帯数 ７,４０８
市のようす

11月末現在
死者 傷者交通事故

11月 6件

17年累計 46件

0 人

1 人

8 人

61人



教
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・
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そ
の
他
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